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はじめに

菅島（三重県鳥羽市菅島町 ; 北緯 34°29'40.4"，東経 136°53'43.2"）は、三重県鳥羽市の、鳥羽港か

ら東へ 2-3kmの場所にあり、朝熊山と並んでいわゆる蛇紋岩植物が生育することで有名である。

蛇紋岩は塩基性のさまざまな火成岩の変成岩（北村 1950）であり、（かんらん岩類などの）超塩基

性岩やその変成岩である蛇紋岩などの風化土は植物の成長を阻害する（Oze et al. 2008）といわれてい

る。蛇紋岩植物はこのような超塩基性岩地帯に生育し、植物体全体の矮性化・葉の小型化等の現象で

特徴づけられるが、これらの現象は、土壌中のマグネシウムイオンなどの化学成分による影響や、蛇

紋岩が崩壊してできた地盤など貧栄養的生育環境によるものと考えられる（北村 1950）。

蛇紋岩植生は日本では北海道から九州まで各地に分布し、特殊且つ各地に独特な植物を産すること

で知られている（舘脇 1943，北村 1950他）。北村（1950）は世界各地の蛇紋岩地帯の植生の違いは

Floraの発生史的な要素と各地の気候的な要素によるものである、という Novak（1928）の一文を引用

している。東海地方では古くから朝熊山の蛇紋岩植生が知られ（北村 1950）、朝熊山～菅島周辺の、鳥

羽超塩基性複合帯（Nakamura 1971）と呼ばれている地域（図 1）、愛知県の新城市東部、静岡県の渋

川など（植田 1989）に蛇紋岩植物がみられる。植田（1989）は東海地方の植物として、東海丘陵要素

の他に山地型、三遠型、超塩基性岩型などを挙げており、東海地方の植物要素において、蛇紋岩植物

は重要な要素の 1つとされている。

菅島では、島の最高峰である大山（標高 238m）を含む南西部にかけて、ヤマジソ・シマジタムラソ

ウのような蛇紋岩地によくみられる貴重な植生や植物が観察できる。菅島の蛇紋岩地帯の植物相・植

生については、北村・桃谷（1952）、山中（1974）等の報告がある。

加田他（1994）、山本他（2001）は、蛇紋岩植物を含む、菅島の植生・植物相全体について報告して

いる。山本ら（2001）は、植生調査の結果、大山周辺の蛇紋岩地帯に「アカマツ－ジングウツツジ群

落」、蛇紋岩地帯の周辺に「ウバメガシ群落」、島の北東部のオンマ浜における「トベラ－ハマヒサカ
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要　旨

菅島は鳥羽市から数 kmの所に位置する島である。島の特徴は島の最高峰である大山（標高 238m）

を含む南西部に広がる蛇紋岩地帯であり、そこではヤマジソ・シマジタムラソウのような蛇紋岩地に

よく見られる種や、矮性化した植物が観察できる。2017年 9月 15-16日、日本植物分類学会の野外研

修会が菅島で開催され、総勢 19名が植物の確認を行った。本資料では、これまでの記録に今回の研

修会における記録を追加し、海岸・非蛇紋岩地域の植物も含む最新の植物相をまとめた。また今年 2

回の調査により、菅島南西部の採石場の上縁部に侵略的外来種として知られるオオキンケイギクその

他の外来種の侵入が記録されたこと、採石場の面積が拡大を続けていること等から、菅島の植物相の

保全について注意喚起を行った。
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キ群落」、オンマ浜の砂浜の「ハマエンドウ

群落」の 4群落を認識した。一方、植物相

については、採集・視認により、約 350分

類群を記録している。

今回の調査では、山本ら（2001）の記録

に基づきそれらの植物の生育を確認すると

ともに、今回新たに見られた種・変種を報

告した。

菅島は蛇紋岩という特殊な土壌を持つこ

とから、過去 50年以上に亘って採石が行わ

れているが、近年その境界が山頂に迫る規

模となっている。今回の調査では、採石場

の上縁部に、以前記録の無かった外来種の

侵入が認められたため、採石場の拡大によ

る植物相への影響についても考察を行った。

材料と方法

1．植物リストについて
植物リストは以下の結果をまとめた。標

本には標本番号（標本庫）を挙げた。

1）2017年 5月 20日　採集標本・写真・

目視記録（山脇・福田）

2）2017年 9月 15・16日　採集標本・写真・目視記録（研修会参加者）

3） 大阪市立自然史博物館（OSA）、三重県総合博物館（MIE）、京都大学（KYO）に格納した標本

（山脇・福田他）、その他個人標本

植物名は日本産の植物名については、GreenList（http://www.rdplants.org/gl/）に従った。GreenListに

掲載されていない種や外来種については、Y-List (http://ylist.info/)に従った。環境省・三重県レッドデー

タリスト掲載種については、備考にその旨を記した。リストには標本のあるものについては●印、写

真のあるものについては◎印、目視による確認は○印をつけ、○印の後の（　）には、目視した人数

を記入した。

2．採石場の拡大状況
国土地理院ウェブサイト（http://mapps.gsi.go.jp）から① 1947年 9月 23日、② 1967年 5月 16日、③

1983年 10月 30日、④ 2008年 9月 24日、⑤ 2017年 2月 27日撮影の航空写真をダウンロードし、Ag-

isoft PhotoScan1.3.3（Agisoft社 /ロシア）を用いてオルソフォト化した。オルソフォト化した航空写真

を ArcGIS10.3.1（ESRI社 /アメリカ）で読み込み、採石範囲を目視判読でトレースしてポリゴン化し、

面積を算出した。

図 1．鳥羽超塩基性複合岩体（Nakamura 1971）
御荷鉾帯の典型的な貫入岩（Nakamura 1971）であり、鳥羽地域
三波川帯の南半分に分布する御荷鉾帯の緑色岩類の中でも、カン
ラン石などを中心とする超塩基性岩類を指す（三重県立博物館
2001）。Nakamura (1971)の定義する範囲を黒色（国土調査地図によ
る御荷鉾系：斑れい岩・かんらん岩地帯）＋灰色（朝熊山東部他）
で示す。鳥羽周辺では、菅島・朝熊山などにみられる。

御荷鉾系：斑れい岩・かんらん岩（■）部分は国土交通省国土調査 5万分の1都道府県土
地分類基本調査 http://nlftp.mlit.go.jp/kokjo/inspect/landclassifi cation/land/l_national_
map_5-1.html をトレースして作成。
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結果と考察

菅島山頂付近の蛇紋岩地は、ジングウツツジ、ツゲ（“アサマツゲ”）、ヒロハドウダンツツジ、ガン

ピなどの低木に覆われ、ズミ、カマツカ、ガマズミ、マルバアオダモなどの樹木は丈が低く、葉も小

さい傾向がみられた。登山道にはカンアオイ類が多く見られたが、花が見つからず、正確な同定は不

可能であった。登山道上部にはヤマジソ、ナガバノコウヤボウキが多く見られた。山頂南側の平坦部

では、ヤマジソ、シマジタムラソウ、イブキジャコウソウなどが観察できた。これまでの報告で特筆

すべきものとしては、各地で個体数の少ないノグサ（カヤツリグサ科）の集団、スズサイコより葉の

幅が明らかに幅広いヒロハスズサイコ（ガガイモ科）などがある。筆者の 1人である山脇はかつて、山

頂南部斜面にヤリテンツキ、トラノハナヒゲ（どちらもカヤツリグサ科）を記録しているが、最近の

調査では、発見できなかった。ヒロハスズサイコは 9月の調査で 1個体みられただけであった。島の

北東部の海岸では環境省の指定植物であるイワタイゲキや、ナツトウダイ、ネコノシタなどを確認し

た。なお、これまでの植物リストでオオイトスゲと掲載されているものは、変種のチャイトスゲであ

り、狭義のオオイトスゲは生育していない、という指摘があった（織田二郎氏、私信）。

以上の観察結果を北村・桃谷（1952）の挙げた植物と比較してみると、ジングウツツジ、ツゲ、ヒ

ロハドウダンツツジ、シマジタムラソウ、イブキジャコウソウのような蛇紋岩地帯の植物種は、北村・

桃谷（1952）の時代にも記録されている。また、山本他（2001）などと比較しても、植物種の細かい

変動はあるものの、全体としてはかなりの一致がみられる。以上のことから、菅島の蛇紋岩植生を含

む植物相は、過去 60年以上に亘って比較的安定な状態が保たれていると考えられる。

山本他（2001）の植物リストでは、外来種はほとんど記録されていないが、今回の調査によりいく

つかの外来種がみつかった。菅島の山頂から西方に緩やかに降りる地点の採石場の上縁の道に沿って、

2017年 5月にオオキンケイギク（写真 1）、2017年 9月にマツバハルシャギクの侵入がみられた。こ

れらの侵入地は、ヤマジソ、ヒロハスズサイコ、シマジタムラソウのような貴重な蛇紋岩植生がある

大山南側斜面からわずかに数 100ｍの地点であった（図 2）。外来植物の中でも特にオオキンケイギク

は環境省の侵略的外来種に指定されており、その生育は乾燥草本群落において特に良好であることが

報告されているため（畠瀬他 2008）、将

来的に現在の蛇紋岩植生に侵入し、従来

の植生に置き換わる恐れがある。さらに、

森林への侵入・残存の可能性も考えられ

る（畠瀬他 2008）ことから、これらの外

来種、特に、オオキンケイギクの駆除に

向けた早急な対策が必要である。

採石場の面積は拡大を続けており（図

3）、開発によりすでに蛇紋岩地域の面積

の約半分が失われたと考えられる（図 2）。

しかし、同様の蛇紋岩植生を持つ朝熊山

で、シカ害のためにシマジタムラソウな

どが減少している（山脇談他）事に比べ

ると、現在残っている蛇紋岩植生につい

ては、良好な状態が保たれているようで

写真 1．オオキンケイギク侵入地（図 2）から南西方向の
採石場を写す
手前がオオキンケイギク（水谷 進氏撮影）。
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ある。今後は外来種への対策を取ることで蛇紋岩植生の状態を保つと同時に、採石場の拡大制限につ

いても議論が必要であると思われる。

図 2．蛇紋岩地域と採石場の位置関係
オオキンケイギク侵入地は大山南部のヤマジソ・シマジタムラソウ・ヒロハスズサイコなどの生育地から数 100mの地
点である。

図 3．航空写真から目視判読により抽出した採石場の範囲の変化（1967-2017）
背景は国土地理院発行の 2万 5千分 1地形図。
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表 1．菅島の植物リスト
　植物リストは以下の結果をまとめた。標本の無いものは山本他（2001）を引用した。
1）環境省レッドデータリスト作成時に資料とした採集標本（山脇）
2）2017年 5月 20日　採集標本・写真・目視記録（山脇・福田）
3）2017年 9月 15日　採集標本・写真・目視記録（研修会参加者）
4）その他、大阪市立自然史博物館（OSA）、京都大学（KYO）に保管された標本
植物リストの詳細は、http://reevesiana.web.fc2.com/Sugashima_Table1.csv　より csvファイルでダウンロードできる。
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　植物名は日本産の植物名については、GreenList（http://www.rdplants.org/gl/）、Greenlistに掲載の無いものや外来種につい
ては、Y-List (http://ylist.info/)に従った。備考に Greenlistによる和名や、環境省・三重県のレッドデータリストのランクな
どを記載した。リストは標本のあるものについては●印、写真のあるものについては◎印、目視による確認は○とした。○
の後の（　）には、目視した人の人数を記入した。今回新規で記録された植物には「新規」欄に *印をつけた。標本の略
号は以下の通り。
　CC: 中馬千鶴、JS: 佐野順子、KK: 加田勝敏、Kurata: 倉田正観、KY: 山本和彦、Oda: 織田二郎、TY: 山路武夫、Yamawaki: 
山脇和也。P-(数字 )は三重県立総合博物館標本庫の通し番号を示す。
　標本庫の略号は、[KYO]：京都大学標本庫、[MIE]：三重県総合博物館標本庫、[OSA]：大阪市立自然史博物館標本庫。太
字で示した標本以外は、文献（加田他 1994, 山本他 2001）から引用した標本である。

Flora of Sugashima Island and infl uence of the expansion of 
the quarry to the fl ora

Tomoko FUKUDA, Kazuya YAMAWAKI and Akemi ITAYA

Abstract

   Sugashima Island is an island located a few kilometers from Toba-shi, Mie Prefecture. The characteristic of the 

island is a serpentinite area spreading in the southwestern part including Oyama (altitude 238 m) which is the 

highest peak of the island. We can fi nd there plants such as Salvia isensis Nakai ex H.Hara and Mosla japonica 

(Benth. ex Oliv.) Maxim. var. japonica, and many other dwarf plants which are characteristically observed in 

serpentine rocky fi elds. On September 15-16, 2017, an outdoor workshop of the Japanese Society of Plant Tax-

onomy was held in this Island, and 19 people observed the plants. In this paper, we summarized the latest fl ora 

of Sugashima Island including plants in coastal and non-serpentinite areas, adding our result of this workshop to 

the previous fl ora lists. Two surveys of this year have confi rmed the invasion of Coreopsis lanceolata L. and 

other alien species on the upper edge of the quarry in the southwestern part of Sugasima Island. The area of the 

quarry is continued to expand. The fl ora of Sugashima Island should be conserved both from quarrying and from 

invasion of alien species.




